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こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
を
付
け
た
人

を
見
掛
け
た
場
合
は
、「
お
困
り
で

す
か
」「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う

か
」な
ど
の
声
掛
け
や
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち『
と

め
』」を
み
ん
な
で
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
害
福
祉
係
）
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12
月
３
か
ら
９
日
ま
で
は
、「
障

害
者
週
間
」で
す
。障
が
い
福
祉
に

つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、障

が
い
者
の
社
会
参
加
意
欲
を
高
め

る
た
め
の
期
間
で
す
。

　

市
で
は
、「
と
も
に
支
え
あ
う
ま

ち『
と
め
』」の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。目
標
の
実
現
に
は
、障
が
い
に

対
す
る
関
心
・
理
解
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

左
記
の
マ
ー
ク
は
障
が
い
に
関
す

る
マ
ー
ク
の
一
例
で
す
。

過
去
１
年
間（
平
成
30
年
８
月

〜
令
和
元
年
７
月
）の
農
地
の
賃

借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
場

合
は
、こ
の
情
報
を
参
考
に
、貸
し

手
と
借
り
手
の
双
方
で
協
議
し
て

く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）
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市
内
外
各
地
か
ら〝
ほ
っ
と
〞

す
る
は
っ
と
料
理
が
勢
ぞ
ろ
い
し

ま
す
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、は
っ
と
踊

り
や
よ
さ
こ
い
な
ど
の
演
出
が
あ

る
ほ
か
、会
場
に
は
姉
妹
都
市
で
あ

る
富
山
県
入
善
町
か
ら
ジ
ャ
ン
ボ
〜

ル
３
世
が
友
情
出
演
。み
や
ぎ
応
援

ポ
ケ
モ
ン「
ラ
プ
ラ
ス
」も
登
場
し
ま

す
。こ
の
会
場
で
し
か
食
べ
ら
れ

な
い
味
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

12
月
１
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時

迫
中
江
中
央
公
園（
市
役

所
迫
庁
舎
前
）

第
16
回
日
本
一

は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
事
務
局

▼
登
米
市
観
光
物
産
協
会
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▼
産
業
経
済
部
商
業
観
光
課（
観

光
物
産
係
）
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平
成
25
年
度
か
ら
移
転
新
築
を

進
め
て
い
た
、新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
ご
み
の
受
け
入
れ
を
12

月
２
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。移
転

に
伴
い
、今
ま
で
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
11
月
30
日
で
稼
働
を
停

止
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

新
し
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

設
備
し
た「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推

進
施
設
」で
は
、ご
み
の
焼
却
で
発

生
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
発
電
し
、そ
の
電
力
を
施
設
の

運
転
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

　

ま
た「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
施
設
」は
、燃
や
せ
な
い
ご

み
・
不
燃
性
粗
大
ご
み
・
可
燃
性
粗

大
ご
み
の
中
か
ら
鉄
や
ア
ル
ミ
な

ど
の
資
源
物
を
回
収
し
て
再
資
源

化
で
き
る
施
設
で
す
。

■▼
車
両
の
計
量
器
を
入
口
と
出
口

の
２
カ
所
に
設
置
し
ま
す

▼
ご
み
処
分
手
数
料
は
、自
動
精

算
機
で
の
支
払
い
に
な
り
ま
す

▼
死
亡
し
た
小
動
物
の
焼
却
専
用

炉
を
併
設
し
ま
す

■登
米
市
豊
里
町
笑
沢
１
５
３
―
22

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

東北農政局長賞を受賞した東北農政局長賞を受賞した
「よし号」と石川信喜さん「よし号」と石川信喜さん

　

令
和
元
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会
は
９
月
、出
品
部
門
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、登
米
市
か
ら
出

品
し
た
牛
や
豚
が
各
部
門
で
数
多

く
上
位
に
入
賞
。肉
用
牛
と
肉
豚

の
両
部
門
で
団
体
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、生
産
者
の
畜
産
技
術
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。各
部
門
の

入
賞
者
は
次
の
通
り（
敬
称
略
。最

優
秀
賞
ま
で
を
掲
載
）。

▼
最
優
秀
賞
２

席
＝
小
野
寺
正
人（
迫
）▼
最
優
秀

賞
３
席
＝
佐
々
木
昌
典（
豊
里
）

▼
最
優
秀
賞
２

席
＝
船
島
一
芳（
中
田
）

▼
最

優
秀
賞
１
席
＝
石
川
信
喜（
南
方
）

▼
最
優
秀
賞
５
席
＝
Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ

（
中
田
）

▼
最
優
秀
賞
１
席
＝
登

米
和
牛
育
種
組
合 

粕
谷
邦
夫（
中

田
）、Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ（
中
田
）＝（

第
３
区

経
産
）石
川
信
喜（
南
方
）

▼
前
躯
賞（
第
１
区
若

雌
の
１
）＝
小
野
寺
正
人（
迫
）▼
乳

徴
賞（
第
３
区
）＝
石
川
信
喜（
南
方
）

▼
体
上
線
賞
＝（
第
２
区
若
雌
の
２
）

船
島
一
芳（
中
田
）▼
体
積
・
均
称
賞

＝（
第
３
区
経
産
）石
川
信
喜（
南
方
）

＝
登
米
地
区

▼
名
誉

賞
、農
林
水
産
大
臣
賞
、宮
城
県
知

事
賞
、最
優
秀
賞
３
席
＝
ピ
ッ
グ
夢

フ
ァ
ー
ム（
豊
里
）

▼
最
優
秀
賞
＝

伊
豆
沼
農
産（
迫
）

＝
登
米
地
区

▼
最
優
秀
賞

３
席
＝
鈴
木
貴
博（
南
方
）

産
業
経
済
部
農
産
園

芸
畜
産
課（
畜
産
振
興
係
）
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